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平成 30年９月 21日 

各 位 

 

会 社 名 株 式 会 社 イ ー エ ム ネ ッ ト ジ ャ パ ン 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  山 本  臣 一 郎  

 （コード番号： 7 0 3 6  東証マザーズ） 

問 合 せ 先 取締役 CFO 兼管理統括部部長 村井 仁  

 （TEL.03-6279-4111） 

 

 

親会社以外の支配株主及びその他の関係会社の異動に関するお知らせ 

 

 

平成 30年９月 21日付で、当社の親会社以外の支配株主及びその他の関係会社に異動が生じましたので、下

記のとおりお知らせいたします。 

 

１．異動に至った経緯 

トランス・コスモス株式会社は、平成 30 年８月 17 日付で当社の親会社の EMNET INC.（当社の議決権の所

有割合 91.95％）の議決権を 25.14％保有しており、当社の親会社以外の支配株主およびその他の関係会社と

して認識しておりましたが、当社株式の東京証券取引所マザーズへの新規上場（上場日:平成 30 年９月 21

日）に伴う、当社新規株式 50,000 株の発行及び EMNET INC.による当社株式 176,000 株の売出しにより、当社

の親会社の EMNET INC.の議決権の所有割合が 67.83％に低下したことなどから、トランス・コスモス株式会社

は、当社の親会社以外の支配株主及びその他の関係会社に該当しないことになりました。 

 

２．トランス・コスモス株式会社の概要（平成 30年３月 31日現在） 

（１） 名 称 トランス・コスモス株式会社 

（２） 所 在 地 東京都渋谷区渋谷三丁目 25番 18号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長兼ＣＯＯ 奥田 昌孝 

（４） 事 業 内 容 ビジネスプロセスアウトソーシング、デジタルマーケティング事業等 

（５） 資 本 金 29,065百万円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和 60年６月 18日 

（７） 連 結 純 資 産 71,199百万円 

（８） 連 結 総 資 産 129,506百万円 

（９） 大株主及び持株比率 

奥田 昌孝 

奥田 耕己 

GOLDMAN,SACHS & CO,REG(常任代理人 ゴールドマン・サックス証券株式会社) 

公益財団法人トランス・コスモス財団 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 

平井 美穂子 

GOVERNMENT OF NORWAY(常任代理人 シティバンク、エヌ・エイ東京支店) 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 

有限会社 HM興産 

トランス・コスモス社員持株会 

14.25％ 

13.26％ 

9.44％ 

9.05％ 

6.52％ 

3.53％ 

2.38％ 

1.77％ 

1.74％ 

1.51％ 
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（10） 
上 場 会 社 と 

当 該 株 主 の 関 係 

資 本 関 係 
当社議決権の所有割合 25.14％（間接）を所有してお

ります。（平成 30年８月 17日現在） 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

  取 引 関 係 広告媒体の仕入れを一部取次ぎ委託しております。 

 

３．異動前後におけるトランス・コスモス株式会社の所有する議決権所有割合 

トランス・コスモス株式会社は、当社の株式を直接的には所有しておらず、当社の親会社である EMNET 

INC.の 25.14％の議決権を所有しております。なお、異動前後での当該所有割合に変更はございません。 

 

（ご参考）当社の親会社である EMNET INC.の議決権の数及び議決権所有割合  

 属性 
議決権の数（議決権所有割合） 

直接所有分 合算対象分 合 計 

異動前 

（平成 30年８月 17日現在） 
親会社 

8,000個 

（91.95％） 

0個 

（0.00％） 

8,000個 

（91.95％） 

異動後 

（平成 30年９月 21日現在） 
親会社 

6,240個 

（67.83％） 

0個 

（0.00％） 

6,240個 

（67.83％） 

注１.議決権所有割合は小数点第三位を四捨五入しております。 

２.平成 30年８月 17日現在の発行済株式総数 870,000株 

３.平成 30年９月 21日現在の発行済株式総数 920,000株 

４.議決権を有しない株式として発行済株式総数から控除した株式数はありません。 

５.オーバーアロットメントによる売出し（33,900株）は考慮しておりません。 

 

４．開示対象となる非上場の親会社等の変更の有無等 

該当事項はありません。 

 

５．今後の見通し 

当該異動による当社の業績への影響はありません。 

 

以 上 


